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プレミア認定パートナー様に必要なサポート体制

・1 日 8 時間、週 5 日の顧客サービス
・24 時間以内（障害受付時）のコールバック
・プリ セールス サポート（販売前の営業支援）
・ポスト セールス サポート（販売後の支援）
ただし、Cisco SMARTnet または Cisco Smart Foundation Services（シスコ保守）を購入された場合は不要
※これらのサポート体制に関する監査は実施いたしません。 

プレミア認定の位置づけ

シスコ チャネル プログラムの 1 つである「サーティフィケーション」は、主要なテクノロジー
に関するスキル（＝スペシャライゼーション）、技術者認定の取得者、顧客満足度、
およびプリ セールス/ポスト セールスにおけるサポート体制に基づいてパートナー様の
技術力を認定します。
認定レベルには、ゴールド、シルバー、プレミア、セレクトの 4 つのレベルがあります。
プレミア認定は、中規模市場を中心に、統合されたソリューションを提供するビジネス
機会を拡大したいとお考えのパートナー様へお勧めするレベルです。

プレミア認定を取得するには？

プレミア認定の主な要件は、Express Foundation スペシャライゼーションの取得になります。
まず、社内で次の職種の専任担当者を合計 3 名選出してください。

・アカウント マネージャ（AM、営業）　1 名
・システム エンジニア（SE、プリ セールス エンジニア）　1 名
・フィールド エンジニア（FE、ポスト セールス エンジニア）　1 名

Express Foundation スペシャライゼーションは、シスコのルーティング ＆ スイッチング、ワイヤレス、セキュリティ製品の主要
ソリューション、および Cisco Unified Communications 500 （UC500）シリーズについての知識とスキルが求められます。
そのため、シスコではそれぞれの担当者に向けたトレーニングをご用意しています。それらのトレーニングを受講して必要な資格や
試験に合格し、全員が要件を満たすと Express Foundation スペシャライゼーションが認定されます。
また、プレミア認定のパートナー様には、サポート体制で満たす条件が定義されています。
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プレミア認定の特典

1. プレミア認定のパートナー ロゴの使用
2. シスコ パートナー インセンティブの利用
3. Cisco Smart Care Service の販売資格
4. Cisco Partner Locator の表示
5. Cisco Premier Certification Partner キットの提供

用利の）版語英（latroP evititepmoC ocsiC .6
7. Cisco Quote Builder quick quoting tool の利用
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プレミア認定　取得ステップ一覧

以下、プレミア認定を取得するまでの「手順」をご説明します。
パートナー管理者（シスコ登録パートナー申請者）と、職種担当者に役割が分担されていますのでお気をつけください。
※パートナー管理者がいずれかの職種担当者を担うことは可能です。

注意：1 年後、プレミアを再認定する際に、顧客満足度調査要件が追加されます。顧客満足度調査専用ツール（PAL）を使用して
サーベイを実施し、最低 10 名のお客様から回答を集めます。また、その年のターゲット スコアをクリアします。

作業の内容手順 作業を行う人

その 1 シスコ登録パートナーになる
（登録済みの場合はスキップしてください） 管理者

その 2 社内で 3 名（AM、SE、FE）の職種担当者を選出する 管理者

その 3 職種担当者は Cisco.com User ID を取得する AM、SE、FE

その 4 職種担当者の ID を PSS ツールへ登録する 管理者

その 5 トレーニング（推奨）を受講し、必要な試験を受け、資格を取得する AM、SE、FE

その 6 PSS ツールへ職種担当者のシスコの試験 ID（CSCO 番号）を
追加する 管理者

その 7 Express Foundation スペシャライゼーションを申請する
（認定！） 管理者

その 8 プレミア認定を申請する
（認定！） 管理者

トレーニングの受講方法は？
受験方法は？

Express Foundation スペシャライゼーションや
プレミア認定の申請方法は？

管理者 ）名 1 各（EF、ES、）業営（ MA
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プレミア認定　取得ステップ詳細

それでは、順番に進めてみましょう！

今すぐ登録!   http://www.cisco.com/jp/go/touroku

シスコ登録パートナーは、サーティフィケーションなどのシスコ チャネル プログラムへ参加するための最初の
ステップです。　※すでに登録済みの場合はスキップしてください。

●営業担当者 ＝ AM
シスコのコア テクノロジーに関する知識と、テクノロジー ソリューションの主要なビジネス機会を察知する能力が必要です。

。すで要必が）格資（trepxE selaS ocsiC
●SE
プリ セールス エンジニア。お客様の包括的なビジネス ソリューションの設計を担当します。 CCDA（技術者認定資格）が必要です。
●FE
ポスト セールス エンジニア。ソリューションの実装と運用を担当します。 CCNA（技術者認定資格）が必要です。

1. シスコ登録パートナーになる

2. 社内で 3 名の職種担当者を選出する

管理者

それぞれの方は、右のページから Cisco.com User ID を取得してください。 http://www.cisco.com/jp/go/userid

*ＰＳＳ ツールは、パートナー管理者がシスコのパートナー データベースに登録されている会社情報や社員情報の管理を行うためのオンライン ツールです。

PSS ツール　http://www.cisco.com/go/partnerselfservice

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

STEP6

ログイン後、【会社情報の管理】の欄にある【会社データの更新】をクリックしてください。

社名をクリックしてください。

【社員】モジュールをクリックしてください。

【この所在地に社員を追加する】をクリックしてください

【Cisco.com ID】  、し力入を DI resU moc.ocsiC の ）EF、ES、MA（ 員社に欄の 検索ボタンを
クリックしてください。【社員のプロファイル情報】の欄に社員の情報が表示されたら、必要事項を
すべて入力してください。

別の社員の追加ボタンをクリックして、SE、FE を同様に登録してください。FE の入力が終わったら
完了ボタンをクリックして完了です（全職種担当者がリストに加わったことを確認してください）。

4. 職種担当者の Cisco.com User ID を PSS ツール*へ登録する

3. 職種担当者は Cisco.com User ID を取得する

管理者

AM、SE、FE

AM、SE、FE
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※1 e-ラーニングへのアクセス方法 ： Partner Education Connection  http://www.cisco.com/jp/go/pec  へログインしてください。
トップ画面が表示されたらカタログ検索の中にある詳細検索をクリックしてください。オファリングのページに移ります。
プルダウンの言語を Japanese に変更し、それぞれのトレーニングの ID を入力して、検索ボタンを押してください。
コース名が表示されたら［開始］をクリックしてください。 

 792242 　0.4ESC ： DI
Express Foundation for AM Ver.1.2　00012527
Express Foundation for SE Ver.1.2　00012555 
Express Foundation for FE Ver.1.2　00012556

※2  ： ていつに定認者術技コスシ 対応トレーニング、および試験については、トレーニング ＆ イベントページを参照ください。 
http://www.cisco.com/web/JP/event/index.html

※3  ： ていつに験試 ここに記載されている試験番号は 2009 年 3 月時点で有効なものです。
今後、テクノロジーや製品のアップデートに伴い改訂される可能性がありますので、シスコの Web サイトも合わせてご確認ください。　
http://www.cisco.com/jp/go/express_foundation

●試験の受け方/申し込み：
シスコ認定テストベンダー（ピアソン VUE）の指定会場で受験いただけます。詳細はピアソン VUE へ直接お問合せください。

5.Express Foundation スペシャライゼーション用の
トレーニング（推奨）を受講し、試験を受ける AM、SE、FE

・AM の要件（2 つ） 

・SE の要件（2 つ）

・FE の要件（2 つ）

Cisco Sales Expert 資格を取得すること

CSE 4.0 受講形式（e-ラーニング）※1

646-204J（CSE）※3

Cisco Foundation Express Sales Specialist
資格を取得すること

Express Foundation for AM Ver.1.2
受講形式：e-ラーニング※1

646-363J CXFA※3

要件その 2要件その 1

対応
トレーニング

試験番号

CCDA を取得すること※2

（CCDP、CCIE でも可）

Cisco Foundation Express Design Specialist
資格を取得すること

Express Foundation for SE Ver.1.2
受講形式：e-ラーニング※1

642-373J CXFS※3

要件その 2要件その 1

対応
トレーニング

試験番号

CCNA を取得すること※2

（CCDP、DCIP、CCIE でも可）

Cisco Foundation Express Field Specialist
資格を取得すること

Express Foundation for FE Ver.1.2
受講形式：e-ラーニング※1

642-383J CXFF※3

要件その 2要件その 1

対応
トレーニング

試験番号
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資格取得の後、また試験に合格したら、PSS ツールへ担当者のシスコの試験 ID を追加します。
*シスコの試験 ID とは、CSCO から始まる ８ 桁の番号です。初めてシスコの試験に申し込んだ際、１ つ割り振られます。試験に合格したデータが試験 ID へ反映
されるのに ３～５ 営業日かかります。よって合格後すぐに PSS ツールへ試験 ID を登録できない可能性があります。その場合は数日待ってからお試しください。

PSS ツール　http://www.cisco.com/go/partnerselfservice

これで準備は整いました。いよいよ Express Foundation スペシャライゼーションとプレミア認定の申請です！

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

ログイン後、【会社情報の管理】の欄にある【会社データの更新】をクリックしてください。

社名をクリックしてください。

【社員】モジュールをクリックしてください。

社員リストに表示されている AM の方のお名前をクリックしてください。

【社員のプロファイル情報】の欄に社員の情報が表示されたら、中ほどにある【シスコの認定資格情報】
にシスコの試験 ID（CSCO 番号）を入力して送信ボタンをクリックします。これで登録完了です。
続いて SE と FE を担当する社員のシスコの試験 ID（CSCO 番号）も同様に登録してください。

6.  PSS ツールへシスコの試験 ID（CSCO 番号）*を追加する
管理者

　）noitacilppA noitazilaicepS & noitacfiitreC（ ルーツ請申ンイランオ http://www.cisco.com/go/apply

7. Express Foundation スペシャライゼーションを申請する
管理者

STEP1

STEP3

STEP2

STEP4

STEP5

STEP6

ログイン後、Access Certification/Specialization Application をクリックし、次のページで
社名をクリックしてください。

【SPECIALIZATION APPLICATION】モジュールを選択してください。【Choose A Specialization】
のリストから【Express Foundation】を選択して Next ボタンをクリックしてください。

【Allocate Job Roles】ページでは、プルダウンメニューでスペシャライゼーションを選び、その下の
プルダウンメニューで各職種担当者の名前を表示させ Next ボタンをクリックしてください。
※万一プルダウンメニューに名前が表示されない場合は、次のことをご確認ください。.PSS に登録してある職種担当者の
試験 ID（CSCO 番号）へ合格データが転送されてくるのに最大 ５ 日かかる可能性があります。よって試験合格後すぐに
プルダウンメニューへ表示されない場合があります。恐れ入りますが数日待ってからお試しください。

【Summary】ページでは、職種担当者を再度確認します。Next ボタンをクリックしてください。

【Terms & Conditions】ページでは、表示される規約を確認いただき、I Accept ボタン（もしくは
Next ボタン）をクリックしてください。

【Submit】ぺージで、【Terms and Conditions】と、【Indirect Channel Partner Agreement
（ICPA）】に対し【Accepted】と表示されているのを確認してください。（もしいずれかに【Accept】
の表示が無い場合は、 【Terms & Conditions】ページへ戻りプルダウンメニューで表示の無かった
項目を選び同意してください。）最後に Submit Specialization ボタンをクリックしてください。
その後、すぐ【SELECT GEOGRAPHY】モジュールをクリックし、【ExpressFoundation 
スペシャライゼーション】のステータスが【APPROVED（認定）】になっていることを確認してください。

※以降のステップの画面は、英語表示になります。 

Cisco Systems, Inc.
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SELECT GEOGRAPHY モジュールでスペシャライゼーションのステータスが APPROVED と表示されていれば認定された
ことになります。横に書かれている日付が認定日となります。
（なお、スペシャライゼーションは 1 年ごとに更新が必要です。その時点で最新の要件を満たしていただき、オンライン申請
ツールで更新手続きを行ってください。）引き続きプレミア認定を申請ください。

Express Foundation スペシャライゼーションを取得した後は、引き続きプレミア認定を申請します。
同じオンライン申請ツールを使って、同様の手順で行えます。
オンライン申請ツール（Certification & Specialization Application）　http://www.cisco.com/go/apply

8. プレミア認定を申請する
管理者

申請完了後すぐ、SELECT GEOGRAPHY モジュールをクリックし、プレミア認定のステータスが APPROVED（＝認定）
と表示されていることを確認してください。横に書かれている日付が認定日となります。
また、管理者あてに英文の通知メールが届きますのでご確認ください。メールにプレミア認定キットのオーダー先の URL が添
付されている場合は、そこから注文できます。
なお、プレミア認定は 1 年ごとに更新が必要です。その時点で最新の要件を満たしていただき、オンライン申請ツールで更新
手続きを行ってください。

STEP1

STEP3

STEP2

STEP4

STEP5

STEP6

【SELECT GEOGRAPHY】モジュールで、再び社名をクリックしてください。

【CERTIFICATION APPLICATION】モジュールを選択してください。
【Choose a certification from the following list:】のリストから【Premier Certified Partner】
を選択して Next ボタンをクリックしてください。

【Support Requirements】ページでは、【Support Agreement Related】の質問にお答えください。
※【Do you have a direct support agreement with Cisco?】の質問は【No】を選択、

【If yes, what is your primary support agreement?】は【OTHERS】を選択し Next ボタンをクリックしてください。

【Summary】ページへ進みます。
Next ボタンをクリックしてください。

【Terms & Conditions】ページでは、表示される規約を確認いただき、I Accept ボタン（もしくは
Next ボタン）をクリックしてください。

【Submit】ぺージで申請が完了します。
Submit Certification ボタンをクリックしてください。

※以降のステップの画面は、英語表示になります。 

http://www.cisco.com/go/pal
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■プレミア認定の更新について
プレミア認定を更新する際には、「顧客満足度調査」という要件が加わります。 1年後に更新をおこなった後、決められた
測定期間内（詳しくは担当営業へご確認ください）に、シスコの提供する顧客満足度調査用ツール（PAL）を利用してお客様
への調査を実施し、回答を得てください。
※PAL ツールは、お客様からのフィードバックを分析する機能も備わっているシスコのベストプラクティスです。

●顧客満足度調査の要件
・10 件以上の回答
・決められた測定日までに、シアターの顧客満足度ターゲット スコアを達成すること



：法方スセクアの）TRP（ maeT pihsnoitaleR rentraP■

１．電話（フリー ダイヤル）でのアクセス　0066-33-132537
音声自動応答で日本語を選択してください。つながらない場合はボイス メッセージを残していただくか、英語
でのサポートを選択してください。
※日本語でのサポートをご希望の場合、月～土の午前 10 時から午後 2 時の間にお電話いただくことをお勧めします。

２．Web サイトからのオンライン アクセス
現在、英語のみサポートしています。ケースのオープンは、チャネル パートナー ページのトップ画面右にある
上記のアイコンをクリックしてください。
http://www.cisco.com/jp/go/channel

Partner Relationship Team

チャネル プログラムとツールに関する問い合わせ窓口
パートナー リレーションシップ チームのご案内

09-08

お問い合せ先シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
チャネルプログラム / ツールに関するお問合せ先
パートナー リレーションシップ チーム (PRT)
http://www.cisco.com/web/JP/reseller/program/prt.html
0066-33-132537（国際フリーダイヤル）
日本語をご希望の場合は、音声自動応答で日本語を選択してください。

©2009 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
Cisco、Cisco Systems、および Cisco Systemsロゴは、Cisco Systems, Inc.またはその関連会社の米国およびその他の一定の国における登録商標または商標です。
本書類またはウェブサイトに掲載されているその他の商標はそれぞれの権利者の財産です。
「パートナー」または「partner」という用語の使用は Ciscoと他社との間のパートナーシップ関係を意味するものではありません。（0809R）
この資料の記載内容は 2009 年 3 月現在のものです。
この資料に記載された仕様は予告なく変更する場合があります。
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